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□ごあいさつ

・

・

昭和オート株式会社

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 代表取締役　　森澤　將司

１． 二酸化炭素の削減に取り組みます。

２． 廃棄物排出量の削減に取り組みます。

３． 総排水量の削減に取り組みます。

４． 化学物質の適正な管理に取り組みます。

５． 環境配慮製品やグリーン製品（部品）の調達、販売に努めます。

６． 店舗周辺の美化活動に努めます。

７． 環境経営システムの継続的な改善を図ります。

８． 環境関連法等規制や当社が約束したことを遵守します。

９． この環境経営方針は、全従業員に周知します。

制定日：

改定日：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役

2021年1月8日

森澤　將司

昭和オート株式会社（マツダオートザム呉北）は、お客様第一主義、環境整備の徹
底を基本的精神に掲げ、それらをもとに活動していくことで社会に貢献していきま
す。

2013年9月16日

企業理念　

環境経営方針

お客様第一主義に徹します

環境整備を徹底します
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□組織の概要
（１） 名称及び代表者名

昭和オート株式会社
代表取締役　森澤　將司

（２） 所在地
本　社
電話 0823-33-8855
ＦＡＸ 0823-34-0748

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者 常務取締役 藤川　昌人
担当者 部長 榎谷　太郎

（４） 事業内容
各種新車、中古自動車販売
自動車整備事業（車検・点検・修理等）

（５） 事業の規模
自動車販売台数 295 台
車検整備入庫台数 4861 台

本社
従業員　　　　　 16

1370㎡

（６） 事業年度 １０月～９月

□認証・登録の対象組織・活動
登録事業者名： 昭和オート株式会社
対象事業所： 本社（＝マツダオートザム呉北・ユニオンカーズ）
事業活動： 新車・中古車の販売、自動車の車検、整備、板金塗装、保険代理店業務　

延べ床面積　　　

広島県呉市焼山三ツ石町１番11

実施体制
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□主な環境負荷の実績

単位 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

kg-CO2 24,206 20,163 26,725 22,825 21,296 18,026

- - - - - -

kg 533 1,030 940 940 960 962

kg 12,374 13,413 13,420 14,740 17,687 16,965

㎥ 1,128 649 676 1,036 1,233 1,110

※電力の二酸化炭素排出量換算値:中国電力の平成28年度（2016年度）の調整後排出係数0.694㎏-CO2/kWh

　一般廃棄物：可燃ごみ及びダンボール/産業廃棄物：廃プラ、廃油、金属くず

□環境経営目標及びその実績
基準値 2023年 2024年

（基準度) （目標） （実績） （目
標）

（目
標）

kg-CO2 5,126 4,921 4,797 4,870 4,818
基準年比 2015年 96% 94% 95% 94%
kg-CO2 17,055 16,373 11,474 16,202 16,032
基準年比 2015年 96% 67% 95% 94%
kg-CO2 22,181 21,294 16,271 21,072 20,850
kg 960 922 962 912 902

基準年比 2015年 96% 100% 95% 94%

kg 497 477 35 472 467
基準年比 2015年 96% 7% 95% 94%

㎥ 1,126 1,081 1,110 1,070 1,058
基準年比 2015年 96% 99% 95% 94%
Kg

％ － グリーン
購　入の

推進

グリーン
購　入の

推進

グリーン
購　入
の推進

グリーン
購　入
の推進

台 1,060 1,219 2,664 1,272 1,325
基準年比 2015年 115% 251% 120% 125%

回 － 月1回 月1回 月1回 月1回

※一般廃棄物：可燃ごみのみ
（注）化学物質についてはSDS（＝安全データシート）に従って適正管理に努めます。

適正管理 適正管理 適正管
理

適正管
理

－溶剤の使用の適正管理

グリーン購入の推進

法定点検の促進ORエコ
整備etc…
社会貢献（会社周辺の
環境活動）

上記二酸化炭素排出量合計

一般廃棄物の削減

廃プラの削減

水道水の削減

2022年

総排水量

　　　　　　　　　　　年　度
　　項　目

電力による二酸化炭素
削減

自動車燃料による二酸
化炭素削減

項　目

廃棄物排出量
　一般廃棄物排出量
　産業廃棄物排出量

二酸化炭素総排出量
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□環境経営計画及び取組結果とその評価、次年度の取組内容
数値目標：○達成　×未達成

　 活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

達成状況
次年度の
取組

数値目標 ○ 変更なし

○ 継続
○ 継続
× 継続
○ 継続
○ 強化

数値目標 ○ 変更なし

○ 継続
△ 継続
○

数値目標 × 変更なし

○ 継続
○ 継続
△ 継続

数値目標 ○ 変更なし

○ 強化
○ 継続
○ 強化

○ 継続
○ 継続
○ 継続

数値目標 × 変更なし

× 継続
○ 継続
○ 継続

○ 継続
○ 継続
○ 強化

数値目標 ○ 変更なし

○ 強化
○ 継続
○ 強化

○ 継続

・法定点検の薦めパンフレットの作成
・エコ整備（エンジン内部洗浄）の推販
社会貢献
会社周辺の環境活動 達成。引き続き継続していきま

す。

グリーン購入の推進
・有害性の少ない資材の購入 達成。今後もエコ意識を常に持

ち、適したものを購入していき
ます。

・省エネ性能の高い電気製品の購入
・燃費のよい自動車の採用

法定点検の促進ORエコ整備etc…
達成。引き続きエコを推進して
いきます。

・節水シールの貼り付けとポスター掲示
・節水弁取り付け
・自動水栓取り付け

未達成。井戸ポンプ故障のため
上水道使用量が増え、未達成と
なりました。

・有害性物質の表示の徹底
・容器の蓋の徹底
・作業ミスによる使用量増加の抑制

達成。引き続き継続していきま
す。

・ダイレクトメールによるお知らせ

廃プラの削減

・作業ミスによる廃棄量の削減
・素材別ボックスの設置
・リサイクル業者の開拓

達成。板金作業からの排出が
主。削減を意識した取り組みを
行った結果、目標を達成するこ
とができました。

・分別の徹底
・シュレッダー廃紙のリサイクル化
・帳票見直しによる印刷物の削減

水道水の削減

溶剤の使用の適正管理

未達成。ごみを減らす動きを全
社的にしていく必要がある。定
期的に勉強会などを開催しま
す。

・代車へのガソリン給油量の低減
・外出時の声掛けによる無駄ガソリン使用の削

一般廃棄物の削減

達成。お客様に使用分の補給は
お願いしている。継続していき
ます

・アイドリングストップ

自動車燃料による二酸化炭素削減

達成。春先から秋にかけてエア
コンの使用に伴い目標数値を大
きくオーバーしましたが、11月
から4月までの頑張りにより、年
間目標を達成することができま
した。・空気圧縮機のエア洩れ点検

・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃）

・不要照明の消灯
・ノー残業デーの実施
・仕掛り車両の待機時間短縮　（部品待時間）

取り組み計画 取組結果とその評価

電力による二酸化炭素削減
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□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。

なお、関係当局よりの違反・訴訟等の指摘は、過去３年間ありませんでした。

□環境活動の紹介
　月一回会社周辺のゴミ拾いを実施

分離層での油吸い取り紙定期交換

適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等）
廃棄物処理法 一般廃棄物、産業廃棄物（金属ｸｽﾞ、廃プラ、廃ガ

ラス、廃油等）

騒音・振動規制法 空圧機、送風機

下水道法 油水分離槽

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されています。

社員の意識向上により、月一回以上の業務改善を提案し、検討後実施している。それによ
り、社員全員が考え、行動することで自主性が生まれいい方向に向かっている。
（環境経営方針）…現時点では見直し改訂の必要性はなし
（目標の未達成項目への対応）一般廃棄物削減：定期的に勉強会を開催して達成月が増え
るよう努力する。／廃プラの削減：削減を意識し、今後も分別廃棄を徹底していくことと
する。／水道水の削減：節水を意識した活動を徹底していく。／法定点検の促進ＯＲエコ
整備etc・・・：エコ整備を推進していく。
（実施体制）…当面はこの体制で行う
※業務改善の内容、効果
①業務改善を考え効率化を図ることにより、車検や点検作業の質を下げることなくスピー
ドアップにつながった。それによりお客様を長く待たせることなく車を返せた。
②気持ちの良いお出迎え、お見送り100％実施を目指している。それにより気持ちよく対応
できるだけでなく、構内の事故防止にもつながっている。
③環境整備をしっかり行うことにより気付きを増やし感性を磨くことでお客様に細やかな
サービスができるよう努力している。

消防法 危険物の保管
フロン排出抑制法 空調機の簡易点検、定期点検

□代表者による全体の評価と見直し・指示　

消火訓練及び消火栓確認

空調機（井戸水利用）の更新
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